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3つのキーワード

☑国際標準による認証方式の共通化

＝Shibboleth (ｼﾎﾞﾚｽ)の実装。

☑利用機関と提供機関による連合体で共同運用

＝ﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝの構築・運営。

☑電子ｼﾞｬｰﾅﾙやＤＢ毎の面倒なﾕｰｻﾞ認証からの解放

＝SSO(ｼﾝｸﾞﾙｻｲﾝｵﾝ)を実現。



(概念図）

①認証サーバ（IdP)
に接続

②認証サーバ(IdP）経由で
各サービスに接続
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ユーザ

シングルサインオン single sign-on
•利用者が、１回のログイン手続きで、認証を必要とする複数のサービスを利
用できるようにする仕組み

•代わりにその１回のログイン手続きは十分セキュアにする

ＳＳＯ（シングルサインオン）について



IdP一覧表示（DS)電子ジャーナル等 所属する大学のIdP
(Xdaigaku.ac.jp)

各大学の
利用者

TARO SUZUKITARO SUZUKI 08/07

(1)Aの論文を見たい。

あなたは
どこの誰？

(2)認証されたらOKです。

利用者

(3)私は誰に認証してもらえばよいのでしょう？ 大学一覧を見せて。

(4)はい、この中から選んでください。

(5)あった！ X大学のIdPさん、私がX大学の利用者だと証明してください。
私のIDは○○で，パスワードは△△です。

(6)OK！確かにこの大学の人ですね。この認証情報を”アクセスしたいサイト”に渡してください。

(7)認証されました。
アクセスさせて。

(8)どうぞご利用ください。

シングルサインオンの流れ

(9)Bも使いたい。この認証情報が使
えますか？

ＥＪサービスＡ

(10)はい。どうぞ。

ＥＪサービスＡ

シングルサインオン！

ＥＪサービスB

(11)Cも使いたい。この認証情報を
使えますか？

(12)はい。どうぞ。 ＥＪサービスC
シングルサインオン！



IdP一覧表示（DS)電子ジャーナル等 所属する大学のIdP
(Xdaigaku.ac.jp)

各大学の
利用者

TARO SUZUKITARO SUZUKI 08/07

CiNiiの有料論文が見たい。

認証されたら見られます。

利用者

私のIDは○○で，パスワードは△△です。

OK！確かにこの大学の人ですね。

認証されました。

どうぞご利用ください。

現実のEリソースを当てはめると

Science Direct の論文も見たくなった。

認証済ですね。どうぞ。

RefWorksの文献リストを更新したく
なった。

認証済ですね。どうぞ。

1度の認証で、
2度、3度･･･、おいしい。



Shibboleth対応を標榜するベンダ
－大手有名サービスは軒並み対応－

＊ “https://spaces.internet2.edu/pages/viewpage.action?pageId=11484#ShibEnabled-nsdlより引用

これら以外に、
Nature、Wiley、OUP、CUP、
RefWorks、他欧米の各Eﾘｿｰｽ、
さらにCiNiiも。
Shib対応ベンダは続々増殖中！



ユーザに必要な物はたった2つ

☑インターネットが使える端末

☑1種類の自分固有のＩＤ/パスワード
を忘れないこと



きっと皆がＨａｐｐｙ

☑ユーザはＥリソースが使いやすくなって
Ｈａｐｐｙ。

☑ベンダは、PRにもなって、きっと契約も維持できて
Ｈａｐｐｙ。

☑図書館は多くのﾕｰｻﾞに契約ｺﾝﾃﾝﾂが使われて
Ｈａｐｐｙ。



国内初公開！これがｼﾝｸﾞﾙｻｲﾝｵﾝ。

これより先は、映像にてシングルサインオンを実感して頂きます。

（一橋記念講堂以外の某所から生中継予定）

ＬＩＶＥ


